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新潟県中越地震の山地斜面災害
と自然環境

2007．7．20福井

（株）環境地質 稲垣秀輝

新潟県中越地震の斜面複合災害のモニタリングに関する研究
－メカニズム，維持管理，景観，生態系，廃棄物等の総合的斜面工学からの検討－

（土木学会 平成17年度重点研究課題）

• 新潟県中越地震の概要

• 斜面災害

• 景観と斜面災害

• 植生と斜面災害

• 斜面と災害廃棄物

• 斜面災害の復旧・復興

• 斜面複合災害のモニタリング

新潟県中越地震の概要
2004年10月23日17時56分、深さ
13kmで M6.8の地震、震度７ ・6強

第三系～第四系の堆積岩

日本有数の地すべり地帯

有数の豪雪地帯

棚田とため池の山里景観

先行降雨が地震被害を大きく

河川の閉塞とせき止め湖

ライフラインや宅地の倒壊・破損

谷埋め盛土の崩壊

地すべりの再活動

尾根地形での斜面崩壊

死者 40人
負傷者 4651人

チシマザサーブナ群落

写真2.8-1 旧山古志村東竹沢付近の大規模地すべりによる河川の閉塞とせき止め湖（1地点：04.10.29）

斜面災害

母と子供2名が乗った自動車が
県道で岩盤崩壊に巻き込
まれる。男児救出。2名死
亡確認。

死者2名
負傷者1

名

長岡市
妙見町

深層崩壊により家屋2戸全壊。
男女2名が生き埋めとなり
死亡。

死者2名長岡市
濁沢

被害の状況人的被害位置

表層崩壊 深層崩壊

地すべり 河道閉塞

農業施設、棚田、ため池等の被災状況

10,780
(43市町村)

農業施設
合 計

39橋 梁

亀裂発生，隆起，液状化（砂
利道）

5,316道 路

0堤 防

法面崩壊による水路の落下4,491水 路

154農地保全

積みブロック崩壊156用排水機場

63頭 首 工

堤体，洪水吐に亀裂，漏水，
破堤

561た め 池

被 害 状 況箇 所 数被害対象物

図-3.2.1(.a)  ため池の市町村別被害(446)
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斜面対策工の

被災と効果
老朽吹付け工

工事中法枠工

地すべり での法枠工倒壊したブロック積工

被害の少ない補強盛土

ふとんカゴの土砂捕捉効果

はらみだし止った井桁擁壁被災した予防柵

地すべりで水抜き工効果あり

なだれ防止工
の被災状況

なだれ予防工

雪ぴ予防工

階段工

予防柵工

吊柵工等

予防杭工/吊枠工

防護工

スノーシェッド

なだれ防護工

森林造成

な
だ
れ
防
止
工

発生斜面

人家・道路上の斜面

減勢工

誘導工

なだれ防止工

被災した予防柵 被災した吊柵

崩土により押しつぶされたｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ

現在 災害発生時 地区数 柵基数
長岡市 長岡市 6弱 ○ 26 434 15 57.7%
長岡市 山古志村 6強 ○ 16 390 9 56.3%
長岡市 越路町 6弱 ○ 3 32 0 0.0%
長岡市 小国町 6強 ○ 8 88 0 0.0%
小千谷市 小千谷市 6弱（6強） ○ 17 118 8 47.1%
川口町 川口町 7 ○ 13 82 5 38.5%
長岡市 栃尾市 6弱 ○ 8 225 0 0.0%
柏崎市 柏崎市 5以下 ○ 5 204 0 0.0%
柏崎市 高柳市 5以下 ○ 10 185 0 0.0%
柏崎市 西山町 5以下 ○ 1 3 0 0.0%
加茂市 加茂市 5以下 ○ 2 3 0 0.0%
見附市 見附市 5以下 ○ 1 14 0 0.0%
三条市 下田村 5以下 ○ 3 11 0 0.0%
計 113 1789 37 32.7%
注）柵基数には過去に撤去したものも含まれるために参考値である。
注）被災状況は新潟県長岡振興局農林振興部森林施設課調べ

震度
全数区分

被災地区数 比率特別豪雪地帯豪雪地帯

住宅地における
盛土斜面災害

高町団地における盛土崩壊

池谷地区盛土楢木地区盛土

鉄道斜面災害

盛土崩壊
(JR東日本提供) 

トンネル上方の
斜面崩壊全景

(JR東日本提供) 

斜面崩壊による

崩土の到達状況
(JR東日本提供) 

高速道路の
被害
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山谷 PA 

長岡 JCT 

長岡 IC 

小千谷 IC 

越後川口 IC・SA 
堀之内 IC・PA

小出 IC

凡例 
 
× 震源地 
 
● 連絡等施設 

小千谷地区

堀之内地区 × 

× 

× Ｍ6.8 10/23 17:56 

Ｍ6.0 10/23 18:11 

Ｍ6.5 10/23 18:34 

盛土法面の被
害が多かった

カルバート
ボックス部に
おける段差

切土法面の被害は無かった．

河道閉塞の発生と決壊予測

10日以内に決壊
するものが約54% 



3

景観と斜面災害
棚田の景観

災害による環境劣化

法枠の村

はげ山の村

風土・文化・自
然と調和した
復興

植生と斜面災害
崩壊による植生の劣化

土壌形成は未成熟で
根茎の発達は不良で崩壊多い

自然林のブナ林、住宅周辺にはケヤキ林 での表層崩壊は少ない
ポ
ン
プ
植
物
の
植
栽

斜面と災害廃棄物

山本山市民の家前広場

家屋等解体廃棄物一時集積場

被災直後の災害
廃棄物の状況

仮置き場

(a) 白山運動公園の状況

(b) 山本山市民の家前広場の状況

2004年11月24日の
状況

2005年5月19日の
状況

2005年11月17日の
状況

ごみの残
留物

斜面災害の復旧・復興

• 土砂災害からの復旧・復興（治山）

• 土砂災害からの復旧・復興（砂防）

• 高速道路の復旧

• 鉄道の復旧

• 宅地の復旧

• 棚田の復旧・復興

• 復旧・復興時の労働災害

土砂災害からの復旧・
復興(治山)

クライミングマシン

ブロックダム

土砂災害からの
復旧・復興（砂防）

砂防ソイルセメント

地区名 対策工
寺野地区 砂防堰堤３基，のり面工
南平地区 砂防堰堤１基
西願寺川地区 砂防堰堤１基
東川地区 砂防堰堤１基
楢木地区 砂防堰堤１基，護岸工
冷子沢川地区 砂防堰堤２基，護岸工
東竹沢地区 砂防堰堤２基，護岸工，のり面工
神沢川地区 砂防堰堤１基
十二平地区 砂防堰堤１基，のり面工
塩谷川地区 砂防堰堤１基
竜光地区 砂防堰堤１基，遊砂地

セルダム
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高速道路の復旧

緊急車両の通路確保 【第一段階

緊急車両の
走行を確保
【第二段階】
100時間後

片側１車線
での通行止
め解除【第
三段階】
13日後

全線４車線
確保【第四
段階】
１ヶ月後

19時間 後

鉄道の復旧

宅地の復旧

擁壁は，背後の盛土が
変動したため，アンカー
工で対策してある

棚田の復旧・復興

復旧・復興時の労働災害

24543
(548)

737
(9)

1110
770
(72)

2857
(1)

2816
(58)

1330
(23)

817
(59)

2678
(26)

1054
(3)

2098
(13)

8254
(247)

全国(平成15年)
での死傷者数(人)

101
(8)

62
7

(2)
13

20
(1)

2
4

(3)
75

9
(1)

26
(1)

災害復旧工事での死傷
者数(人)

計
その

他

無理
な
動
作

交通
事
故

切
れ
・
こ
す
れ

はさ
ま
れ

巻き
こ
ま
れ

激突
さ
れ

倒
壊
・
崩
壊

飛
来
・
落
下

激突転倒

墜
落
・
転
落

事故の型

死亡2名 男65歳
土木作業員

 

１、本震で発生した土砂崩壊現場
において復旧作業を行っていたとこ
ろ，震度5強の余震が発生し，法面

が崩壊して労働者１人が巻き込ま
れ，股関節骨折の重傷を負った．

２、5名の作業員が詰石作業 中、
土量254m3に渡り崩壊し，フトン
籠内で作業していた2名が生き埋

めとなった

斜面複合災害
のモニタリング

地震後の融雪期には
斜面崩壊が進展すると
指摘されていたが，多く
の場所において地震発
生後から大きな変化は
認められない

排水性の高い斜面は
地震や豪雨・融雪時に
おいてもすべりが発生
しにくい

侵食の進展 表層崩壊の進展

土砂流出の進展

融雪期
におけ
る表層
崩壊

放棄棚田での崩壊進展
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新潟県中越地震による
「土砂災害学習マップ」 平成１９年度「土木学会重点研究課題」

• 市民や現地を訪れる一般の人に広く流布し，防
災や環境の意識を高める手助け

• Ａ１版の土砂災害学習マップにまとめ、役所や
道の駅等で無料配布

• マップの内容は、一日で主な災害箇所を車で観
察することができ、地形・地質や土砂災害の概
要、被災前後の環境変化、災害廃棄物のこと、
それらのコラムを通して、市民や現地を訪れる
一般の人にも興味をもって読んでもらえる内容

平成19年（2007年）能登半島地震

の調査も行った（斜面工学小委員会）

• 能登半島の地形・地質

• 活断層と被害

• 斜面崩壊

能登半島の
地形・地質

第三紀中新世の安山岩と
上位に礫岩・砂岩・泥岩・
凝灰岩などの堆積岩

丘陵性段丘
地形（標高
200ｍ前後）、

背後は標高
300～500m
級の半島北
側の海岸沿
い山地

活断層と被害

活断層が伏在する道下地区
での被害集中

斜面崩壊

海食崖の崩壊・落石

地すべりの被害はない

土石流は治山ダムで止まった

盛土崩壊が多発

ありがとうございました


